


発刊にあたって

全国の国立大学附属幼稚園は毎年その教育実践研究を紹介するリーフレットを発行して

参りました。本年度は、文部科学省の幼児教育の改善・充実調査研究における、「体験の

多様性と関連性、協同性を育む指導の在り方に関する調査研究」を受け、国立大学附属幼

稚園49園の全教員が協力し、 「多様性と関連性のある体験を通して幼児期の学びを深める

実践研究」を行いました。その成果をお送り致します。

幼児期は見る、聞く、触れる、作る、探す、育てるといった、感覚や行動を通した実感

を伴う直接体験を通して学ぶ時期です。幼児は、具体的な行動体験、またそれに伴う喜び

や悲しみの情動体験を通して学んでいきます。ともすれば体験が偏りがちになる現代にお

いて、幼稚園は、家庭にはない広い園庭や遊具 ・教具などのものとかかわる体験、仲間と

の交流などの人とかかわる体験、更にそれにまつわるポジティブ・ネガティブな感情体験

を与えることのできる場です。しかしながら限られた幼稚園生活において、体験は精選が

求められます。多様な体験とはどのような体験なのでしょうか。また教育課程の中で体験

をどのように関連付けていくと良いのでしょうか。体験の精選には、その体験が幼児の内

面の成長につながるのかという視点で考慮されることが大切でしょう。また体験の関連性

については幼稚園だけでなく、その後の小学校との接続も重要になります。国立大学附属

幼稚園は各園の附属小学校との連携を持ち、小学校教員としての経験がある教員も数多く

擁しており、体験の幼小接続の視点を豊かに持っています。

今回のリーフレットしょ各園が蓄積してきた豊かな実践に基づき幼児期の多様な体験と

その関連性についての概念モデルを提示するとともに、様々な具体的実践例を提示致しま

した。幼児教育の実践のヒントとして、全国で御活用頂ければ幸いです。

なお、幼稚園部会研究大会での分科会討議をはじめ、 事例提供など様々な機会に協力頂

いた全国の附屈幼稚園の先生方、本研究の取りまとめに多大の尽力をしてくださった副園

長会常任理事の先生方、更に本研究の実施に当たり貴重な御助言を頂きました先生方に、

心より御礼を申し上げます。

全国国立大学附属学校連盟幼稚園部会

部会長 中澤 潤
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.............................................................................. 
初めての集団生活の中で様々な環境と出会う時期

●同じ場で見たり触れたり行為

を真似したりする

●場を共有し、つながり合う気

分を味わう

•イメージの世界に浸り、感情
を共有する

●友達の存在を、好意を持って

受け入れようとする

●友達のしていることを感じな

がら、個々の遊びを楽しむ

●安心して自分の気持ちや思い

を表し、言葉や動きで伝えよ

うとする（感性・言葉）

●集団生活の中で、言葉を交わ

す楽しさや必要な言葉がある

ことを知る（言葉）

●ものを持ったり、見立てたり

して遊ぶ楽しさや面白さを感

じる

（感性・表現カ・思考力）

●全身で素材の感触を昧わって

遊ぶ（感性・表現カ・思考力）

●身近な自然に自分なりの興昧

や関心を持ってかかわる

（思考力）

気に入った遊びを心行くまで

繰り返し楽しむ

（感性・表現力）

思い切り身体を動かす心地良

さを感じる （感性・表現力）
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心が動くものとの出会い

A児はオタマジャクシすくいを試み、何とかオ

タマジャクシを手でつかんだ。 A児の思いを受け

止めた教師は、そのことを

母親に伝えた。翌日、「お顔

はやわらかかったのと教え

てくれました」と連絡がき

た 。＾豆

ものを持つことで安心する

塗り絵の傘を切って、棒をテープで貼り付ける

と、喜んで持ち歩く。持って園庭に出ていった

り、他児と同じものを持っ

て歩いたり、雨が降ってい
， 

るつもりになったりして、

ものを持つことで安心して

過ごす。

‘̀4,.....-* • 

オオカミとコヤギのお話を楽しみ、教師がお面

を用意したことがきっかけで、コヤギになって動

くことを楽しんだ。コヤギ

になって、おうちごっこや、

鬼ごっこなど、なったつも

りで遊ぶことを繰り返し楽

しんだ。





第町刷直聾琵環堕判
................................................................................ 
遊びが充実し自己を発揮する時期

●場やものを共有し、友達とか

かわって遊ぶ楽しさを知る

●イメージや考えを伝え合い、

表現する楽しさを味わう

●葛藤を乗り越え、友達と一緒

に遊びを作り出す

●友達と刺激し合いながら、自

分の世界を広げる

●体験を深め、学級の友達と遊

びの楽しさを共有する

●自分がしたことや思ったこと

を話そうとし、相手の話を間

こうとする（言葉）

●遊びを進めながら、友達と思

いや考えを出し合う（言葉）

• ものの色や形、性質などに関

心を持ち、遊びを楽しくする

ために必要なものを作ったり、

探したり、試したりする

（思考力）

●身近な自然やものにかかわり

興昧や関心を広げ、様々なこ

とに気付いたり、 驚いたり、

不思議さを感じたりする

（思考力）

興昧や関心を持ったことに没

頭して遊び込む

（感性・表現力）

好きな遊びに繰り返し取り組

み、自分なりの表現を楽しむ

（感性・表現力）

゜

気の合う友達と会話をする楽しさ

救急セットやマークのついた面などを使い医者

になりきって楽しむ中で、友達と同じものを使っ

たり、場を整えたりするこ

とで心がつながりやすく

なった。患者役の教師を媒

介として、友達と言葉を交

わし楽しく遊んだ。

試行錯誤のおもしろさ

中型箱積み木で身長よりも高いトンネル状の基

地を作りたい。柱の高さが左右違っているのを、

何とか確かめながら適した

積み木を選んでいった。予

想通りの基地になると喜び、

トンネルを何度もくぐって

いた。

光る泥団子を作りたくてやり始めるが、思うよ

うにいかない。やりたくてもできないもどかしさ

を、友達や教師に手伝つて ＼ 一ヽ ／ 

もらいながら諦めずに取り

組み続け、乗り越えていっ

た。
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⑤璽謬到
................................................................................ 
人間関係が深まり学び合いが可能となる時期

●目的を共有し、友達と相談し

ながら遊びを進める

●新しいアイディアや遊びの

ルールを生み出す

•グループや学級の中で、役割
を意識して取り組む

●友達の良さや持ち昧を感じな

がら、目的を実現し達成感を

昧わう

●様々な人とのかかわりの中で

刺激を受けながら、自分の見

方や考えを広げる

●思ったことや考えたことを相

手に分かるように話すととも

に、気を付けて人の話を聞く

（言葉）

●考えを伝え合ったり、相談し

たりしながら遊びや生活を進

める（言葉）

●数星や文字に対して興昧や関

心を持ち、進んで遊びに使お

うとする（言葉）

●身近な事象とかかわる中で、変

化、仕組み、法則性などについ

て気付くようになる（思考力）

●地域や社会生活の中で興昧や関

心を持ったことを遊びに取り入

れ、より本物らしく再現できる

ように追究していく（思考力）

●友達と共通の目的や見通しを持

ち、思いを実現するために調べ

たり工夫したりする（思考力）

一人ではできないこと、簡単

には達成できないことにも挑

戦し、充実感を 昧わったり、

ルールのある遊びを楽しんだ

りする（感性・表現力）

友達と探究する中で、多様な感

情体験をしながら、やり遂げた

・喜びを感じる（感性・表現力）

墨
◎

地域や生活の中で興味を持ったことを追究する

地域の史跡やイベントから歴史を身近に感じる中で、

武将や城に興昧を持ち、本物らしく再現して遊ぶ。

家紋という記号とその意昧に出会う

おやつの時間に家紋クッ

キーを食べたことから、家

紋や武将について学級全体

に興味や関心が広がった。 誓
イメージを広げ、本物らしさを造究する

A児が始めた兜作り。他の

幼児にも波及し、鎧、旗とど

んどん広がって、本や資料を

参考に工夫して作った。

t ~7炉牛へ ·t「J• -て̂ “' 
自分のやりたいことを実現しながら、友達と同

じ目的に向かって探究する中で、いろいろな感情

や課題を乗り越えて、武将になって発表すること

を実現させた。

゜
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新しい環境に適応し人やものとのかかわりを通して

「自覚的な学び」へと移行する時期

●仲間意識や帰属意識を持ちながら

友達とめあてを共有して活動する

●集団生活の決まりの大切さを

認識し、学級生活が楽しくな

るように創意工夫する

●学級の中で役割を分担し、全員

で協力して目標の実現を目指す

●友達と一緒に活動する中で互い

を理解し、仲良く助け合い、集

団で活動する楽しさを昧わう

●互いの思いや考えを伝え合う

ことで自分の考えや集団の考

えを深める

●身近なことや経験したことについ

て詳しく話したり、大事なことに

注意して聞いたりする（言葉）

●気付きや発見を記録・整理し

て、まとまった文章を書く

（言葉・文字）

●興昧のある読み物を読んだり、

疑問に思ったことを本で調べ

たりする（言葉・文字）

●身近な人々や社会、自然とのか

かわりを深めていくことで、対

象への気付きを高める（思考力）

●経験したことや身に付けたこと

を活用したり、友達の見方や考

え方を取り入れたりしながら課

題を解決していく（思考力）

●自分達の遊びや学級生活が豊かに

なるように工夫する（思考力）

●科学的な思考を深め、意欲的

に学習する（思考力）

学級の仲間と一緒に取り組む

楽しさやわかる喜びを昧わう

慮性・表現力）

感じたことや想像したことな

どを言葉や絵、動作、劇化な

どの方法で進んで工夫して表

現する（感性・表現力）

゜

暉 H叶州廿闘印mm
気付いたことを言葉で伝えたり、閻いたりする

繰り返すことで思考を深める

日常生活の中で、意識的に時計を見ることを繰り返す

中で、時計の「数字」や「長針・短針」について関心が

高まってきた。時計について気付いたことを発表し合っ

た後、時刻を読むという算数の学習につながった。

集団で活動する楽しさを実感する

「比べる」「繰り返す」「試す」ことで科学的

思考を深める

知らせたいことを書いて担任の教師との交流

を楽しむ

何度も自分と友達の紙とんぼを比べたり改良したり

して、児童一人一人が高く飛ばすための工夫を重ねる。

児童は教え合ったり競い合ったりしながら意欲を高め、

紙とんぼ大会を開催した。それは児菫の心に残り自発

的な表現活動につながった。

R痘Itri9炉輝一
個別の事象についての気付きがつながって

気付きの質を高める

友達の存在が一人では見出せなかった新たな

気付きを生む

学級の仲閻と一緒に学ぶと楽しい

友達と一緒に具体的な体験（風車回し）をすることで、

回った場所が高い所であるという共通点があることに

気付いたり、ものが速く動くと風の流れができること

を確かめたりするなど、学級の仲間と楽しく学んだ。





t 幼児の体験の関連性を捉える ］ 

0
 

4
 

ピ

イ
~
白
）、

る作＂

なろ

て

るを
作

案

1

s

m

 

い
せ

か

ろ
か

？
し

ぃ
ゎ
し

と
が

ら

を

の

材

転

か

ジ

り

木
玉

材

ー

な

素

メ

分
A

4

 

ゲ

け

玉

かし

ビ

のど
る

な

く

て

つ
る

便

作

巣

て
の

さ

を

をm
ム

モ
で

ク
がA

4

 

所なろ

名。
い
る

5
一
む

つ
コ
し

を

な

楽

ろ

み

ル

う

を

い

て

を
し

玉
が

ー
よ
と

ボ
の
こ

一
転

ビ
で

ン

路

る

ダ

迷

作

f
 

、
し
か
け
に
興
味

回して遊ぷ

おばけやしさ--しつし

-

A

-

、

、

し

し

た

た
せ

せ

見

見
4

A

 

た

技
っ

、

範

り
を

な

ジ

に

る

ぅ

<

よ
て

る

え

テ

さ

増

ス人

で

が

ー元

4

作

こ認

を
る

1

碩

す

と

衣

り4
~

い

一

、
た

ピ

つ

ム

で

し

で

持

ズ

人

Ill

を

リ

＿

院

味
り巾

員

と

4

ニ

に

こ

ー
ム

ぅ

こ
」二
〗
〗

体
を
動
か
し
た
い

リ
ズ
ム
に
乗
り
た
い

挑
戦
し
た
い

ヤ
おばけになりきること 自分なりのコースを考
が楽しい ヤ~え、入湯券を作り出す -9叶

町しかけを思いっ たらいにひもを付けて il!III地のコーヒーカッブのイメージで人を兼せて◎
ヤ き、ほ々なものを◎し .... 

大さなたらいで回すこ

とを見てみる
....数人で引っ張り、回す .... 

すことを楽しむ → I 
てみる ことを楽しむ

パス

大型三輪軍にダン キャスターのつい パス停を作った1)、

→ポールを貼り、車→~
木枠を伎つて

軍を作る
，~た台にダンポール→~小さい組の子を乗-

に見立てて景る を付けて動く軍に せたりしたい .... 

ショーごっこ

もっと、お客さんを呼びたい思い I 

，~から、 チケット ・ ブログラム・ち~＇
らし • お金作りが始まる 。

► 
豆ったり渡ったり身体 大型発泡スチロールを 共過のイメージでアイデアを出し

~ ~一を動かす 様々に組みUえて遊ぶ 合いながらコースを作る

図1:「ほしつきまつり」に向かうまで

第 1期(3歳児入園～4歳児前半）

初めての集団生活の中で
様々な環境と出会う時期

第11期(3歳児後半～5歳児前半）

遊びが充実し自己を発揮する時期

第m期(5歳児後半）

人間関係が深まり学び合いが
可能となる時期
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全身で素材の感触
を味わって遊ぶ

ものを持ったり見
立てたりして遊ぶ
楽しさや面白さを
感じる

身近な自然やものにか
かわり興昧や関心を広
げ、様々 なことに気付
いたり、驚いたり、不
思議さを感じたりする

興昧 • 関心を持つ
たことに没頭して

遊び込む

身近な事象とかか
わる中で、変化、

仕組み、法則性な
どについて気付く
ようになる

地域や社会生活の中で興
味や関心を持ったことを
遊びに取り入れ、より本

物らしく再現できるよう
に追究していく。
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図2:「木片とクギとビー玉」とかかわる遊びの関連図
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［ 幼児の体験の関連性を捉える ］ 

► 体験が関連するとはどのようなことか
～幼児の育ちや体験を通した学びをつなげて見ていくための視点～

(1)その後の育ちの基盤となる体験

(2)周囲の環境を刺激として取り入れ、自分の体験が広がる

(3)過去の体験が基となり、自分の体験が深まる

(4)一人の興昧や関心が周囲の幼児へとつながる

(5)個人やグループの遊びが相互につながり合い、体験を共有する

(6)積み重ねた1本験を組み合わせて活用する

► 体験が関連していく保育の重要性とは

、-

幼児の主体性を育み、教師の意図的な教育活動を具体化していく保育を目指すため

► 関連性のある保育を構築するために
～教師が留意すべきこと～

1．幼児の体験を理解する

●幼児一人一人がどのような場面で心を動かしているのか、どのような興味や関

心を持っているのかを捉えていく

●幼児が体験をつなげていく姿を教師が意識して捉え、過去、現在、未来をつな

げて見る視点を持つ

●幼児同土の体験が関連する関係性について理解する

2．環境の構成の工夫と教師の教材研究

(1)環境の構成の工夫

●幼児一人一人が心を動かし、その幼児ならではの興昧や関心に合わせた遊びに

取り組んでいけるような環境を構成していく

●幼児の活動の流れや心の動きに即して、遊びが関連してつながっていくように、

環境を再構成し続けていく

●発達や季節に応じた環境の構成をしていく

(2)教師の教材研究

●興昧や関心が次へつながるような出会いを環境の中に準備する

●幼児の主体性を発揮させる教材を選択 ・精選していく

3．指導計画の立案

●幼児の発達の評価と指迎の評価を生かし、 一人一人の興昧や関心に合わせるゆ

とりある計画を立案する

●園の文化を伝承した遊びや行事と、これまでの幼児達の遊びや生活の流れを相

互に生かしながら立案する

●幼稚園入園から修了までを見通した流れのある生活を作る
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本リーフレットは、文部科学省の幼児教育の改善・充実調査研究委託費による委託業務として、く国

立大学法人千葉大学・全国国立大学附属学校連盟幼稚園部会＞が実施した平成26年度「幼児教育の改

善・充実調査研究」の成果を取りまとめたものです。したがって、本リーフレットの複製、転載、引

用等には文部科学省の承認手続きが必要です。

•i·H• 
全国国立大学附属学校連盟幼稚園部会

・ii(1、=・
千葉大学教育学部附属幼稚園

〒263-8522千葉市稲毛区弥生町1-33 TEL・FAX 043-251-9001 

e-mail.irisawa.@faculty.chiba-u.jp 
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